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議
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議事 

⑴寄居町公共施設等総合管理計画アクションプランにおける教育施設の方向性につい

て 

 

議事の経過 

（議事の要旨） 
別紙のとおり 

議

事

資
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・公共施設等のアセットマネジメントについて（資料１） 

・寄居町公共施設等総合管理計画アクションプラン（案）（資料２） 

その他の事項  
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１ 開会 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 協議事項 

「寄居町公共施設等総合管理計画アクションプランにおける教育施設の方

向性について」 

 

 寄居町公共施設等総合管理計画アクションプランについて説明をした。

（資料１、資料２） 

 

 寄居町公共施設等総合管理計画アクションプラン中の教育施設等につい

て説明をした。（資料２ ６頁～１６頁） 

 

― 会議での意見等 ― 

 

追加説明：資料１の２頁にある３３％という数値の根拠について 

計画の目標数値を設定する上で、寄居町民１人あたりの公共施設の延べ床

面積が３．５㎡だったが、全国平均では３．２２㎡だったため、全国平均を

基に算出した。 

 

質疑 

３３％の削減目標を設定してもなお、赤字の予想となるが、赤字の予想で

計画をして問題はないか。 

回答 

公共施設の削減を行うと同時に、適切な公共サービスの提供も両立しなけ

ればならないため、削減について制限が出てくる。そのため、赤字を予想し

たうえでの計画となるが、予想される赤字については、削減する公共施設跡

地等の売却や他の施策の更なる効率化によって、財政の効率化も図り、削減

したいと考えている。 

 

質疑 

 資料１の４頁に公共施設の更新や統廃合をする際は、地域間バランスを考

慮した配置に努めるとあるが、具体的にはどのようなことを指すのか。 

回答 

 公共施設は公共サービスを担う側面と、防災拠点としての側面もあり、そ

の観点からいくと、一部の地域に公共施設が集中してしまうと、施設から離

れた方の公共サービスが提供できなくなってしまうことが想定されるため、
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꺬田教育委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

今村教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

小林教育委員 

 

 

総務課長 

 

総務課長 

地域住民の利便性も考慮したうえで、地域間バランスに努めるという表現を

している。 

 

質疑 

 学校の統合や高齢者が増え社会教育施設の利用が高まると公共施設への

移動手段として、公共交通網の充実が必要となってくるが、公共交通網整備

の費用はこの計画の中に含まれているのか。 

回答 

 公共交通の導入についての試算は、公共施設の方向性についてまだ定まっ

ていないため、試算の中にはまだ含まれていない。 

 

質疑 

 小中一貫校の進め方について、男衾ではなく、子どもの減少率の高い折原

小学校から進めていくのもひとつの案ではないか。 

回答 

 折原小学校については、予測では一時的に児童数が持ち直す時期があるこ

とや、男衾小学校は中学校と隣接していることなど一貫校を具体的に進めて

いく中でよりスムースにできると考えている。また、城南中学校への移行を

考えたときに、鉢形小学校もその中に含まれることから、よりスムースに導

入できるのは、男衾の方だと考えている。今後、小中一貫校を進めていく中

で、様々な意見がでてくると予想されるので、意見を集約しながら進めるよ

う努めていきたい。 

 

意見 

・計画の説明をするうえで、経費の話が先ではなく、人口減少に伴う公共サ

ービスの維持の考えを先に説明することが町民目線ではないか。 

・文言の整理を行ったほうがより分かりがよくなるのではないか。 

・中央公民館の移転と教育施設の集約は関連付けて行ったほうが良いので

はないか。 

・学校給食センターについては、経費の問題もあると思うが、学校が防災拠

点になることからも、自校方式を検討したほうが機能面でもよいのではない

か。 

・小中学校の集約を考える中で、スクールバスだけでなく、徒歩の子どもの

通学路の安全も含んで検討してもらいたい。 

 

４ その他 

議事録の確認を依頼 

５ 閉会 

 


